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平成２４年７月２６日  

日清製粉グループ 第1四半期連結決算、通期連結業績予想 

  

第1四半期は売上高１，１０７億５０百万円、経常利益６２億７９百万円。 

［平成２５年３月期第１四半期連結決算］  

㈱日清製粉グループ本社（社長 大枝 宏之）の平成２５年３月期第１四半期につきまして

は、東日本大震災後の復興需要並びに政策効果等により景気は緩やかに回復しつつあるものの、

デフレ環境の継続や欧州経済への懸念を背景に消費者の節約志向が継続する厳しい環境となりま

したが、食品事業において消費者キャンペーンを展開する等積極的な販促活動による出荷拡大施

策を実行するとともにグループを挙げたコスト削減に取り組みました。また、本年５月に福岡市

の臨海地区において最新鋭の製粉工場の建設に着手するなど将来に向けたコスト競争力の強化に

取り組んでおります。そのような中、本年４月に輸入小麦の政府売渡価格が５銘柄平均で１５％

引き下げられましたが、当社はそれを受け、本年７月１０日に業務用小麦粉価格の改定を実施い

たしました。 

また、本年４月に長期的な成長を実現するため、トップライン（売上高）の拡大と海外事業の

拡大を最優先戦略とする中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピードと成長、拡大」をスタートい

たしました。 

この結果、第１四半期の業績は、売上高は１，１０７億５０百万円（前年同期比      

１０２．０％）となりました。利益面では、食品事業において積極的に拡販費用を投入したこ

と、また、前年同期は東日本大震災後の需要の高まりなどから出荷が高水準であったこともあ

り、営業利益は５１億５６百万円（前年同期比７５．９％）、経常利益は６２億７９百万円（前

年同期比８０．３％）、四半期純利益は３８億７１百万円（前年同期比８５．０％）と前年を下

回りましたが、当初見通しに沿った進捗となりました。 

  

［平成２５年３月期通期連結業績予想］ 

 我が国経済は、引き続き、欧州債務危機に伴う影響が懸念され、また、デフレ環境及び厳しい

雇用情勢を背景に消費者の低価格・節約志向の継続が見込まれるなど、当社グループを取巻く状

況は厳しいことが予想されます。このような状況におきましても、当社は製粉を始め、各事業に

おいて安全な製品を安定的に供給するとともに、中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピードと成

長、拡大」で策定した諸施策に積極的に取り組んでまいります。 

 以上の結果、当年度の業績見通しにつきましては、当初の予想を据え置き、売上高４，５９１

億円（前期比１０３．９％）、営業利益は２３５億円（前期比１０１．７％）、経常利益は  

２６３億円（前期比１００．６％）、当期純利益は１４６億円（前期比１０９．６％）としてお

ります。 

以 上

  


